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発行 大馬越地区コミュニティ協議会    電話４４－２７７３ 

会長 水流信雄     主事 久永行雄   職員 黒武者真理子 

毎
年
雨
天
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
あ
げ
祭
り
が
、
本
年
度

は
皆
さ
ん
の
願
い
が
届
き
、
晴
天
に
恵
ま
れ
多
く
の
観

衆
が
あ
り
会
場
一
体
と
な
っ
て
の
収
穫
祭
が
で
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
大
正
琴
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
始
ま
り
、

し
そ
ジ
ュ
ー
ス
・
ビ
ー
ル
早
飲
み
競
争
、
緑
の
少
年
団

と
大
人
の
丸
太
切
り
、
今
年
初
め
て
出
演
し
て
い
た
だ

い
た
中
学
生
二
名
の
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
、
小
学
生
及
び

高
校
生
に
よ
る
剣
舞
、
子
供
達
に
よ
る
餅
つ
き
、
お
な

じ
み
の
親
父
バ
ン
ド
に
続
き
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
特
別

ゲ
ス
ト
「
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
サ
ー
ズ
」
に
よ
る
優
雅
な

本
場
タ
ヒ
チ
の
踊
り
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
催
者
と
い
あ
げ
祭
り
実
行
委
員
長
の
水
流
和
彦
さ
ん

は
、
地
元
青
年
の
結
束
と
地
域
挙
げ
て
の
ご
支
援
が
あ

り
本
当
に
素
晴
ら
し
い
祭
り
が
出
来
ま
し
た
と
閉
め
の

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

会場には沢山の観客が詰めかけてくだ

さいました。来年もお楽しみに!! 



舞
台
出
演
者
紹
介 

 

 

 

 

 

 

 

 

  オープニング【大正琴グループ】        【しそジュース早飲み参加者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生による剣舞】 

 

【子供達による餅つき大会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        中学生の竹下愛華さんと田島楓果とのギター弾き語り 

【小学生の丸太切り競争大会】 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

迫力あるベンチャーズメドレー 親父バンド】 

【フィナーレ タヒチアンダンサーズのショー】 

※紙面の関係上、当日撮った写真を全て掲載できませんでした。ご了承ください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

2015 かごしま国民文化祭入来町体育館に全国から川柳大会へ参加 

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
新
規
登
録
者
紹
介 

大馬越地区青色パトロール隊員は、発足当時(平成２０年１０月１０日結成)２３

名で構成され、その後隊員の高齢化や健康上の理由から、本年度１１月現在１２

名まで減少していましたが、本年度新規に下記の４名が青色パトロール隊員に登

録していただきました。１２月から１６名体勢で、地区内の活動拠点であるコミ

ュニティセンターを中心として、犯罪を未然に防止する活動を展開され、「安心・

安全なまちづくり」の形成に努められます。支援方よろしくお願いします。 

新規隊員名 自治会名 役     職 

黒武者雅文 大馬越自治会 環境地域づくり副部会長 

宍野 伯幸 大馬越自治会 健康福祉部会長 

中島 好正 草 渡自治会 環境地域づくり部会長 

村岸 信作 大馬越自治会 自治活動部会員 

 

 

国
民
文
化
祭
と
は
、
全

国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
各

種
の
文
化
活
動
を
全
国
的
規

模
で
発
表
、
競
演
す
る
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
民
の
文
化
活
動
へ
の
参
加

の
気
運
を
高
め
、
新
し
い
芸

術
文
化
の
創
造
を
促
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
昭
和
六
十

一
年
度
か
ら
毎
年
、
各
都
道

府
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ

て
い
る
国
内
最
大
の
文
化
の

祭
典
で
す
。
第
三
十
回
は
鹿

児
島
県
で
、
平
成
二
十
七
年

十
月
三
十
日
（
土
）
か
ら
十

一
月
十
五
日
（
日
）
ま
で
の

十
六
日
間
、
県
内
の
各
市
町

村
で
開
催
さ
れ
て
薩
摩
川
内

市
入
来
町
で
は
、
川
柳
大
会

が
十
一
月
一
日
（
日
）
入
来

町
体
育
館
並
び
に
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
全
国
か
ら
四
百
名

が
参
加
さ
れ
事
前
に
決
め
ら

れ
た
課
題
と
当
日
発
表
さ
れ

た
課
題
に
真
剣
に
句
を
詠
ん

で
投
稿
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

  
  

句
は
五
七
五
に
ぬ
く
も
り
を
込
め
て

詠
ま
れ
ま
す
が
、
当
日
の
国
文
祭
実
行

委
員
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
作
品
は 

「
八
十
の
祖
母
の
料
理
は
演
歌
付
き
」

と
詠
ん
だ
樋
脇
中
学
校
の
三
年
生
内

田
一
聖
君
の
作
品
と
な
り
ま
し
た
。 

祖
母
の
愛
情
が
ほ
の
か
に
聞
こ
え
て

き
そ
う
な
作
品
で
あ
り
ま
し
た
。 

川
柳
大
会
会
場
の
入
来
体
育
館
に
て 

写
真
右
か
ら
村
岸
さ
ん
・

中
島
さ
ん
・
宍
野
さ
ん
・

黒
武
者
さ
ん
で
す 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

十
一
月
十
五
日(

日)

産
業

祭
＆J

A

フ
ェ
ス
タ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
好
天

に
恵
ま
れ
、
会
場
に
は
数
千

人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。
当
地
区
コ
ミ
か
ら
も
名

物
の
焼
き
餅
と
味
噌
、
ふ
く

れ
菓
子
ま
た
、
大
馬
越
小
学

校
か
ら
は
緑
の
少
年
団
に

よ
る
、
学
校
で
収
穫
し
た
、

さ 

来春用の花苗植え込み作業を２部会で行っていただきました 

１１月２０日(金)午前８時３０分から約１時間かけて、環境地域づくり部会と自治活動部会

員により来春用の花の苗４種類を植え込んでいただきました。苗は、パンジー・ナデシコ・キ

ンセンカ・ノースボールの４種類(４００本)で、部員が丹精込めて綺麗な花が咲くようにと、

マルチの中に声をかけながら植えていただきました。 

 また、今年は周辺の水田及び花壇にも鹿の被害があり、被害防止ネットも設置していただき

これで安心です。当日参加者の皆様にお礼申し上げます。 

さ
つ
ま
絹
餅
米
を
販
売

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。 

今
年
は
、
出
店
場
所

が
舞
台
に
近
く
、
午
前

中
で
持
参
し
た
商
品
は

全
て
完
売
と
な
り
、
参

加
し
た
環
境
地
域
づ
く

り
部
会
ス
タ
ッ
フ
も
万

遍
な
笑
顔
で
あ
り
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
特
別

ゲ
ス
ト
の
歌
謡
シ
ョ
ー

も
あ
り
ま
し
た
が
、
当

地
区
コ
ミ
の
販
売
テ
ン

ト
ま
で
大
川
ゆ
り
歌
手

が
寄
り
添
う
場
面
も
あ

り
水
流
会
長
思
わ
ず
万

歳
の
ポ
ー
ズ
で
し
た
。 

 

大
忙
し
の
ス
タ
ッ
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                                  ふれあい弁当を 

                                 受取られる谷口さん                                  

 

  

   女性スタッフ具の調理      早朝のトーフ作り 

 

 

 

 

 

 

 

  スタッフ全員感激 

 ありがとうございました 

                男性スタッフ配食詰め合わせ 

今
年
も
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
弁
当
作
り
と
配
布
事
業
実
施 

大
馬
越
コ
ミ
協
発
足
以
前
か
ら
、
継
続

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
弁
当
作
り
と
配
布
事
業
が
、
今
年
も
十

一
月
二
十
三
日(

勤
労
感
謝
の
日)

に
、
入
来

町
社
会
福
祉
協
議
会
大
馬
越
支
部
と
健
康

福
祉
部
会
及
び
女
性
部
共
催
で
、
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
日
に
は
、
女
性
部
及

び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
会
員
が
具
の
仕

込
み
作
業
を
、
当
日
の
朝
は
、
豆
腐
づ
く
り

に
、
上
野
良
和
さ
ん
グ
ル
ー
プ
四
名
が
早

朝
五
時
か
ら
開
始
、
弁
当
の
具
材
調
理
は
、

女
性
ス
タ
ッ
フ
二
十
五
名
に
よ
り
、
七
種

類
の
ヘ
ル
シ
ー
で
高
齢
者
に
食
べ
や
す
い

よ
う
に
骨
の
な
い
材
料
を
使
用
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
男
性
ス
タ
ッ
フ
二
十
四
名
に

よ
り
、
弁
当
箱
に
詰
め
の
作
業
を
、
て
き
ぱ

き
と
慣
れ
た
手
つ
き
で
配
食
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

完
成
し
た
、
弁
当
に
は
高
齢
者
へ
の
お

手
紙
も
添
え
ら
れ
、
十
一
時
過
ぎ
に
は
対

象
者
百
十
三
名
の
も
と
に
各
自
治
会
長
及

び
健
や
か
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
か
ら
自

宅
に
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の

弁
当
作
り
に
お
米(

宍
野
伯
幸
氏)

・
さ
つ
ま

い
も(

川
添
満
治
氏)

・
大
根(

水
流
信
雄
氏)

・ 

に
ら(

上
野
良
和
氏)

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借

り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
事
業
は
、
年
一
回
で
あ
り
ま
す
が
安
否

確
認
も
含
め
て
高
齢
者
へ
の
益
々
の
ご
健

康
を
お
祈
り
し
、
少
し
で
も
長
生
き
し
て
い

た
だ
き
た
い
お
も
て
な
し
事
業
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

早
速
、
山
之
口
自
治
会
岩
切
さ
ん
か
ら
弁

当
を
受
け
取
ら
れ
た
谷
口
清
隆
さ
ん(

九
十

三
歳)
は
、
毎
年
こ
の
日
を
待
ち
望
ん
で
お

ら
れ
、
手
作
り
で
愛
情
の
こ
も
っ
た
弁
当
に

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
の
あ

り
難
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て

も
九
十
三
歳
と
は
思
え
な
い
元
気
な
姿
で

自
慢
の
家
庭
菜
園
作
り
が
楽
し
み
で
す
と

長
生
き
の
秘
訣
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 ま

た
、
今
年
か
ら
は
健
康
福
祉
部
が
中
心

と
な
っ
て
、
高
齢
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
対

象
者
に
、
毛
布
洗
濯
事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
、
早
け
れ
ば
十
二
月
か

ら
希
望
者
に
毛
布
等
の
洗
濯
か
ら
乾
燥
ま

で
を
行
う
事
業
の
取
り
組
み
も
開
始
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
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  田舎の素朴さが似合う田園風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 もうすぐ米寿 お花も祝福してくれそうです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  シートで囲いしてある箇所です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  中央の白い石造が田之神です 

町の話題 

わらこづん(鹿児島弁) 

黒武者集落の萩元善幸さんが、コミセン側

の収穫した水田に、４基の昔さながらのわら

こづんを設置していただきました。 

といあげ祭りには、イルミネーションも飾ら

れイベントに華を添えていただきました。来

年の２月ごろまでは楽しめます。 

 

２０年にして初めて開花したトラノオ 

大重砂知子(８７歳)さん宅に観葉植物で

鹿児島の木市で購入したトラノオが、２０年

目にして、初めて花が開花し、地域の方々も

珍しいとのことで話題となっています。 

冬場は霜に弱いため、厚手の紙袋を鉢全体に

かぶせ、水を与えない方法で管理されている

そうです。間もなく８８歳の米寿を迎えられ

る時に、最高なプレゼントと喜んでいらっし

ゃいました。来年は福が来るでしょうか 

川内東交番が建設中 

入来町・祁答院町・樋脇町の 3つの駐在所

が統合して、入来町清色地区コミュニティセ

ンター入口交差点の横に、川内東交番として

現在建設中です。 

 完成予定は、２８年２月中旬となっていま

すが、完成すれば３地域の住民に対する安

心・安全の防犯活動に昼夜を問わず活動され

ます。 

くろむしゃ集落田之神祭り 

今年も稲収穫後の豊作と地域の健康を祈

願した田之神祭りが開催されました。 

前年度田中裕孝さん宅に保管されていた田

之神は、萩元俊信さん宅に引き継がれまし

た。田之神に清めた後は、参加者全員で歌

に踊りに会話が弾み、夜遅くまで笑いの耐

えない祭りとなりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
月
の
短
歌(

ま
え
ご
ち
短
歌
会
よ
り
投
稿) 

祝
傘
寿
二
十
八
の
歯
持
つ
夫
は 

晴
れ
や
か
な
貌
で
表
彰
を
受
く 

松
下
睦
子(

山
下
自
治
会) 

◇原子力防災説明会開催について 

 開催日 平成２７年１２月９日(水)午前１０時から 

 場 所 大馬越地区コミュニティセンター 

 内 容 県総合原子力防災訓練及び現状報告 

 参加者 地区民全員を対象といたします。 

 

◇先進地研修視察受入について 

 開催日 平成２７年１２月１日(水)午前 10 時から 

 場 所 大馬越地区コミュニティセンター 

 受入先 出水市西部地区むらづくり推進委員会 ２１名 

 内 容 コミセン取り組みと各自治会の活動について 

 出席者 三役・各自治会長・各部会長はご出席をお願いします。 

12 月の主なコミ協お知らせ 

◇健康福祉部会の開催について 

 実施日 平成２７年１２月１０日(木)午後７時から 

 場 所 大馬越地区コミュニティセンター 

 内 容 高齢者等毛布洗濯事業取り組み外 

 

◇福寿会員による小学校手前の国道敷き花壇花苗植栽について 

 実施日 平成２７年１２月 15 日(火)勤労感謝の日 

場 所 大馬越小学校信号機隣の花壇 

 内 容 約１，６００本の花苗を植栽いたします。 

 参加者 福寿会員及び参加できる環境地域づくり部会員 

     ２０名は、参加者が必要となります。 

 ※１２月１１日は午前８時３０分から植付前整地作業を実施します 

◇大馬越地区コミュティ協議会杯親善ゴルフ大会 

 開催日 平成２７年１２月２１日(月)午前８時 20 分集合 

 場 所 入来城山ゴルフクラブ 

 内 容 親睦と体力増進を目的とし、若者の参加も期待しながらコミ

ュケーションを図っていきます。(事前に登録した方です) 

◇折田政行氏秋の褒章受賞祝賀会の開催について 

開催日 平成２７年１２月２１日(月)午後６時から 

 場 所 大馬越地区コミュニティセンター 

 内 容 長年の消防活動に対する功績が認められ今回藍綬褒章を受章

されましたので、功績を称え祝賀会を開催するものであります。 

 ※参加者は、別途自治会長から申込書の希望調書の文書があります。 

参加費 一人２,０００円 



 

 

日 曜日 時間 行      事 日 曜日 時間  行      事 

１ 火 
10:00 研修視察受入出水市より 

可燃ごみ（大馬越） 
16 水 

13:30 小学校餅つき大会 

2 水 15：00 主事会議 17 木  可燃ごみ（長野・中山） 

3 木 
 可燃ごみ（長野・中山） 

18 金 
 小豆迫伐採作業 

資源・可燃ごみ（（大馬越） 

4 金 

13：30 

19：00 

こだま・生き生き体操 

文化祭合同実行委員会 

資源・可燃ごみ（大馬越） 

19 土 

  

5 土   20 日  県原子力防災訓練予定 

6 

 

日 

 

  

21 月 

8:20 

 

18:00 

コミ杯ゴルフ大会 

可燃ごみ（長野・中山） 

折田氏褒章祝賀会 

7 月 
9：30 わっはっは体操 

不燃・可燃ごみ（長野・中山） 
22 火 

 可燃ごみ（大馬越） 

8 火 
9：30 大正琴 

可燃ごみ（大馬越） 
23 水 

 天皇誕生日 

9 水 
10：00 

18：00 

原子力説明会(コミセン) 

地区コミ合同会議 
24 木 

13:30 青少年部門松づくり 

可燃ごみ（長野・中山） 

10 木 

9：30 

13：30 

19：00 

大正琴 

こだま・生き生き体操 

健康福祉部会 

可燃ごみ（長野・中山） 

25 金 

 可燃ごみ（大馬越） 

資源ごみ（長野・中山） 

11 金 

8：30 花壇整地作業(福寿会) 

可燃ごみ（大馬越） 

資源ごみ（長野・中山） 

26 土 

 

 

 

12 土   27 日   

13 日 

8：30 入来地域グランドゴルフ大会 

28 月 

 御用納め・大掃除 

可燃ごみ（長野・中山） 

不燃ごみ（大馬越） 

14 月 
 可燃ごみ（長野・中山） 

29 火 
 年末コミセン休館 

可燃ごみ（大馬越） 

15 火 
8:30 花壇花植え作業(福寿会) 

可燃ごみ（大馬越） 
30 水 

  

 

    31 木  大晦日 

※後１ヶ月を残すのみとなりました。暖冬ではありますが風を引かないよう注意してください。

また、コミ協活動も計画してある事業が、順調に推移していることに感謝申しあげます。 

大馬越地区コミュニティ協議会 12 月のカレンダー 


